
（様式２）

配点（標準点） 指定管理者自己評価 市評価

1 2(1) 2 2

2 2(1) 1 0

4 3 2

3 4(3) 3 3

4 10(6) 6 6

5 4(3) 3 3

6 4(3) 3 3

7 4(3) 3 3

8 4(3) 4 4

9 3(2) 3 1

33 25 23

10 5(3) 3 4

11 5(3) 3 3

10 6 7

12 5(3) 4 4

13 5(3) 3 3

14 5(3) 3 3

15 10 10

15 10(6) 6 8

16 4(3) 3 3

17 4(3) 3 4

18 2(1) 2 1

19 2(1) 2 2

20 2(1) 1 1

21 2(1) 1 1

26 18 20

22 3(2) 2 2

23 3(2) 2 2

6 4 4

24 2(1) 0 0

25 2(1) 0 0

26 2(1) 2 2

　

6 2 2

100 68 68

小計

合　計　点

指定管理業務への姿勢
積極的な管理運営、市に協力的であるか
地域や民間事業者と円滑な関係を構築しているか

施設運営に関して施設美化を重点に運営を行い、
市からの要請には迅速に対応した。また、地元の
団体・NPOと連携し湖南の特色豊かな事業を展開
した。

　

Ⅶ　その他

活動指標
設定した指標の目標値（開館日日数：212日）を達成
しているか。

新型コロナウイルス感染症影響によ
り目標値に達しなかった。(目標値
212日、結果190日）

新型コロナの影響により目標値には届か
なかったが、厳しい状況の中で一定数の
成果を挙げることができた。

成果指標
設定した指標の目標値（利用者数：6,100人）を達成
しているか。

団体利用の自粛・イベント中止によ
り目標値に達しなかった。(目標値
6,200人、結果1,661人）

新型コロナの影響により目標値には届か
なかったが、厳しい状況の中で一定数の
成果を挙げることができた。

Ⅵ　雇用及び地域経済への配慮

雇用・労働条件への配慮
労働基準法等の労働関係法令、郡山市公契約条例等の
順守がなされているか。
労働条件への配慮は十分か。

地域経済への配慮
計画通りに市内からの職員採用を行っているか。
再委託は計画通り適正に行われているか。
市内事業者への再委託を行っているか。

小計

備品の管理 備品が適切に管理されているか。
備品台帳に基づき備品の管理を行っ
た。また、可能な限り職員で備品の
定期メンテナンスも行った。

備品台帳に基づき適正に管理されて
いる。

持ち込み物品等の管理
持ち込み物品等が適切に管理されているか。
（例：持ち込み物品等管理簿、表示　等）

持ち込み物品管理簿により持ち込み
物品（パソコン）を管理している。

小計

清掃・衛生・美観維持
利用者が快適に利用できるような状態が保持されているか。
市の指定管理施設にふさわしくないチラシやパンフレットの陳列、
ポスター掲示等はないか。

利用者が快適に利用できるような状
態が保持されており、衛生状態、美
観維持が優れている。

Ⅴ　適切な施設の維持管理

施設・設備の保守管理
法定点検が確実に行われているか。
施設・設備が適切に利用できるような状態が保持されている
か。（修繕を含む。）

全ての点検を漏れなく行い、自主点
検も積極的に実施し、記録等も適切
に管理している。

安全の確保
建物・設備等が安全に利用できるような状態が保持さ
れているか。

法令等遵守
法令、条例等に基づき、必要な点検、報告、手続き等
を行っているか。

個人情報保護
個人情報保護に関する規定が整備されているか。
個人情報の漏洩、滅失等の事故防止対策を講じているか。

連絡調整
協定書等に従い、市への各種届出、報告、提出、協議、相談
等を適切にしているか。
市や地域、関係機関との連携調整を適切に行っているか。

小計

Ⅳ　管理を安定して行う人的、物的能力その他経営上の基盤

人員・研修体制
人員の配置、勤務実績、労働環境等は適切か。
必要な資格、経験等を有する人員が確保されているか。職員
に対し研修を実施しているか。

経験豊富で業務に精通する職員を配置し
た。また、年間を通し多様な研修を実施
することで個々人のスキルアップに努め
た。

収支状況 収支予算書どおりの収支状況となっているか。

収入確保の取組みを推進しているか。
指定管理料を含め、支出が適正に行われたか。

小計

小計

Ⅲ　管理経費の縮減

帳簿管理・経理

帳簿等は適正に管理されているか。
契約にあたり、適正な経費算定（積算）が行われた
か。業務委託や修繕について適正な監督、検収が行わ
れたか。

帳簿等は適正に管理されており、各
種契約に関する書類として検査書を
新たに作成した。

収入確保、支出の適正
化等、予算の執行状況

宿泊室にエアコン設置した。キャンプ用
品を購入して利用者に貸出をし、多くの
利用者から好評を得た。

概ね改善を図れたが、申請手続等の
簡略化について要望が寄せられてい
る。

接客態度
言葉づかい、態度、電話対応、名札、服装等は適切
か。

苦情・要望の
把握・対応

利用者からの意見、苦情を受けて、迅速に対応できている
か。（記録簿整備を含む。）
特に重要な事案については、遅滞なく市へ報告しているか。

事業実施状況
計画どおり事業が実施されているか。
サービス向上の取り組みがなされているか。

広報・ＰＲの実施
利用促進のための取組みを実施しているか。
（例：事業の開催案内、ホームページの管理　等）

小計

Ⅱ　施設の効用の最大限の発揮

管理運営方針
市が示している管理運営方針及び仕様書に合致した、
施設の管理運営がなされているか。

市、関係機関、類似施
設、地元等との連携

市、他の指定管理者、関係機関、類似施設、周辺施設、地元
等との連携を図っているか。
（例：施設間の回遊・相互利用、地元とのタイアップ、積極
性　等）

事業展開において地域団体「ぐるっ
と湖南伝承会」NPO法人「ホールアー
ス自然学校福島校」など地元湖南の
団体と連携し実施した。

利用者アンケート
への対応状況

利用者アンケートによる指摘のうち、改善すべき事項
について対応を図っているか。

Ⅰ　市民の平等な利用の確保

平等利用
市民の利用にあたり、公平であるか。
（例：使用許可、使用料等の減免、利用の制限　等）

条例に従い施設を運営し利用者に対
して公平性を維持した。

危機管理、事故・災
害等への対策・対応

事故・災害発生時又は危険予測時の対策・対応が行わ
れているか。（例：マニュアル整備、訓練等）

危機管理に関するマニュアルの一部
が現地保管されていなかった。

指定期間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 施設所管部課 郡山市教育委員会教育総務部生涯学習課

評価項目 評価基準 自己評価コメント 市評価コメント 特記事項

令和２（2020）年度　指定管理者制度導入施設　管理運営評価結果書

施設名称 郡山市少年湖畔の村 施設区分 事業実施型

施設所在地 郡山市湖南町横沢字村西112 指定管理者 学校法人国際総合学園

（様式２）

令和元（2019）年度

18,696

328

3,365

Ｃ⁺

台風19号、新型コロナウ
イルス感染症の流行

【一次評価（指定管理者による自己評価）】

点数

【二次評価（市による評価）】

点数

【改善のための行動計画】

行動計画
【前年度の指摘事項】
 維持管理に関する契約関係の事務において、適正な監督及び検収が行われることにより、業務委託や修繕に関する成果品の質的な向上を図る必要がある。加えて、自然や
アクティビティを主体とする当施設の特徴を最大限に活かし、より積極的な事業展開や情報発信を実施し利用者の増加を図っていく必要がある。また、コロナ禍における宿
泊施設としてどのような運営を図っていくか、情勢を注視しながら関係機関との連携を図っていく必要がある。

【改善対応状況】
 帳簿の管理及び経理に関する業務については、複数人による回覧を経て書面で決裁を行った。施設の維持管理に関する業務委託や修繕に関しても、複数人による確認体制
により、状況を一覧表にして適正な管理を行った。提案事業では、立地条件を活かして豊かな自然を体験できるプログラムの提案により、参加者の多くから好評を得ること
が出来た。コロナ禍の中、屋外でのキャンプやバーベキュー、サイクリングが楽しめる施設であることをＳＮＳで発信した。また、市内公共施設・教育機関を直接訪問して
チラシを配布し施設のＰＲと利用の促進を図ることにより、家族単位での利用増加に効果を得た。

評価 評価内容

Ｃ⁺ 68

【総合評価（評価できる点等）】
　新型コロナウイルスによる休館や利用者数の減少に伴い、活動指標、成果指標ともに目標数には到達しなかった
が、コロナ禍における厳しい状況の中で、施設の特性を活かし、キャンプ用品等の充実等を図り屋外アクテビティが
楽しめる施設であることを発信することで、個人や家族単位での利用者を確保できたことは高く評価することができ
る。また、前年度の改善要望事項であった契約に係る検収の実施をはじめ、花壇の整備や清掃の徹底により施設の美
観維持が向上したこと、地元団体や地元ＮＰＯ団体との事業連携なども評価することができる。

【次年度に向けて改善を望む点】
　職員用マニュアルの一部が現地保管されていなかったこと、申請手続の簡略化を図ることが改善・検討事項として
挙げられる。加えて、利便性の向上のため、物販の充実やWI-FI整備等も検討していく必要がある。また、市観光課の
イナイチライト事業との連携により、知名度向上や利用者数の増加に繋げられたい。

評価 評価内容

Ｃ⁺ 68

【総合評価（評価できる点等】学校の長期休暇は休館日を無くして開館日を増やした。利用者からの意見、要望に迅速に対応し
た。敷地内に季節の花を育て、提案事業の様子や地元の自然豊かな風景の写真を掲示することにより、生き生きとした施設運営を
心掛けた。施設利用に関して、申請方法を分かりやすく改善することで利用者の利便性向上に努めた。提案事業については「広報
こおりやま」に掲載し、チラシを市内の小学校全員に配布し情報発信を行うとともに、地元団体と連携し湖南町ならではの豊かな
自然に触れる事業を展開した。またSNSを活用し事業の様子をリアルタイムに発信した。職員の採用にあたっては、市内在住者を雇
用し、修繕点検についても市内業者へ委託した。施設の不具合箇所によっては委託業者に頼らず職員自ら修繕を実施し、コスト削
減に努めた。危機管理体制については自衛消防隊組織による消火・通報の訓練及び個人情報漏洩防止対策研修を行った。

【次年度に向けて改善が必要な点】引き続き利用者数の増加が最大の課題である。施設の利用に関して地元湖南町の小・中学生の利用が少ない。提
案事業を実施しても湖南町以外の市内の児童からの応募は多数あるものの湖南町の児童からの応募はほぼ無い。今年度は地元団体・地元NPO法人と
連携し湖南ならではの事業を展開したが、次年度はさらに地元小学校、中学校とも協働で行う事業を企画し、地元の児童に学校活動の一環としてご
利用いただけるような施設運営を目指す。キャンプ、バーベキュー、サイクリングを楽しめる場としての情報をさらに発信する。パソコン等でイン
ターネットを利用するためのWi－Fi環境の要望が多く寄せられているので検討したい。

サ　ー　ビ　ス　向　上　対　策

日常点検を実施し利用者の安全確保のため修繕箇所の早期発見に努め、修繕可能なものから修繕を実施した。また、定期的に備品のメンテナンス・除草作業等を行い施設の環境整備を行った。

利用者の利便性を確保するため受付案内を分かり易く簡素化するように見直しを図った。また、湖南町の四季や季節を感じられるように、日々、花を飾ることで温かみのある空間づくりを心掛けた。

地元湖南の魅力を市内の利用者にご理解いただけるように地元団体・地元NPO法人と連携し自然豊かな湖南ならではの事業を展開することで地域の活性化に尽力した。

備　　考
新型コロナウイルス感
染症の流行

36,990

二次評価
（市の評価） Ｃ⁺

利用者数 (人) 1,661

36,578

利用料金収入 (千円） 84 412

指定管理料 (千円) 17,882

実　　　　　　　　績

令和２（2020）年度 令和３（2021）年度 令和４（2022）年度 令和５（2023）年度 合計
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【各評価区分における得点率】


